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４月から民放各局で放映中の CM をご覧になりましたか？ これは医師や看護師の募集を目的に企画したものです。ＣＭ第一弾は

「おもいやり」をテーマに、タレントの三四六さんを起用して２月に開催したチャリティコンサートの映像を交えて制作し、大きな

反響を呼びました。ＣＭ第二弾は「家族＝あらゆる年代にご利用いただける病院」をテーマに、健診センターや歯科センターなど、

様々な事業を紹介しています。７月から放映したところ、ご覧いただいた皆様から多くのご感想をいただきました。 

放映中のＣＭに反響「栗田病院って精神科だけじゃないんだ？！」

地域の予防医療に貢献する健康診断専門の施設です。最新鋭の設備を 

整えながら、病院のイメージを感じさせない落ち着いた雰囲気になっています。 

健診センターでは独立した専用空間で受診できるため、ゆったりとくつろげ 

るうえ、院内をあちこちへ移動する必要がなく、待ち時間も短いと好評です。 

年間５千人以上の方が健康診断や人間 

ドックを受けていますが、定期健診だけに限らず、多様なニーズに応じて各種 

の健診も随時お受けすることで、地域の皆様の暮らしに貢献しています。 

このほか検診車による巡回健診も行っています。県内各地へ出向いて企業 

の定期健診を承っており、年間１万１千人以上の方が受診しています。法定 

健診のほか、各種の生活習慣病健診も巡回健診で行うことができます。 

【コメント】「一人ひとりを大切にした、精度の高い健診を行っています。 

受診者のご相談もお受けし、丁寧な説明を心がけています。健診の結果は 

分析して一人ひとりに結果をお返しします。健康状態のチェックにとどまらず、 

専門的な見地からトータルケアを適切にアドバイスしています。」 

健診や人間ドックの予約は TEL：026（226）0007(健診センター直通)へ 

ホームページ ( http://www.kuritahp.or.jp ) からも予約できます。 

その中でも特に多かったのは「精神科以外の治療もやっているんですね」というものでした。栗田病院は県下最大の精神科病床数

を持つため精神科専門のイメージが強く、そのほかにも様々な事業に取り組んでいることはあまり知られていないようです。 

そこで今回号では特集「こんな事にも取り組んでいます!!」を組み、ＣＭ第二弾に登場した各事業について改めてご紹介します。

県内各地の企業へも巡回健診 
(特集は７ページに続きます) 

 

ＣＭ第一弾 ＣＭ第二弾 

くつろぎの中待ちコーナー 

健診センター くつろぎの空間で待ち時間の少ない健診と人間ドック 県内各地で企業の巡回健診も

病院を感じさせない受付ロビー 

CT も選択できる日帰りドック 

特集「こんな事にも取り組んでいます!!」 

女性医師による婦人科健診 

健診センター長 黒田医師 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身体疾患で病状の安定した患者さんが、長期にわたって療養していただく医療保険適用型４２床と介護保険 

適用型４２床の計８４床からなる病棟で、常勤の内科医 5名と専門スタッフが万全の体制を整えています。いずれ 

も快適で充実したケアを提供するために、医療だけでなく介護にも重点がおかれており、身の周りのお世話や、 

排泄の介助、オムツ交換など、一人ひとりの状態に合わせたきめ細かい対応を行っています。療養期間を快適に 

                       過ごしていただくために、温かみのある色調に統一されたスペースは一般病 

床より広くゆったりしています。さらに、食堂や談話室、寝たまま入浴できる特 

殊浴槽や、各病室に専用トイレを備えるなど、設備面でも療養に適した環境 

になっています。 

なお、退院後も常勤の内科医が責任を持って外来にて対応することはもち 

ろんですが、地域のニーズに応えるために近年増加傾向にある生活習慣病 

や健診後のフォローアップをはじめ、ヘリ 

カルＣＴや内視鏡などの機器を駆使して 

呼吸器・循環器・消化器など幅広い疾患に 

対応できる内科外来体制の構築にも努め 

ています。 

 

安心して療養できる ゆとりある快適環境 療養病棟 

精神症状のある重度の認知症で在宅療養中の方を対象にした、医療保険が適用される定員２５名の専用施設 

です。重度認知症デイケアを実施できるのは精神科を標榜している病院だけで、北信地域では唯一栗田病院の 

みです。精神科医をはじめとする専門スタッフが個別ケアをきめ細かく行い、作業療法などで生活リズムを整え、 

心身へのほどよい刺激で認知症の進行を予防します。こうした認知症への対 

応や身体機能のリハビリ、相談などでご本人の生活を支えます。介護保険サ 

ービスと併用しながらでも、ご本人やご家族の生活に合わせて制限なく利用 

ができ、自立支援医療制度を活用することで自己負担を軽減させることもで 

きます。緊急の場合には当院外来でも対応するため、ご家族からも安心して 

お任せいただいています。 

なお、デイケアセンターには定員７０名の精神科デイケア「つばさ」が併設されています。心の病を持つ方を対 

象に、ご本人の希望や生活に合わせ、ご自宅での暮らしがより良いものになるように医療チームで支えています。 

専門スタッフが個別にケア 

デイケアセンター 北信地域で当院のみ 安心できる生活をお手伝い 

ほどよい刺激のストレッチ 

(1 ページからの特集の続きです)歯科センター 

スタッフは全員が女性で、笑顔あふれる 

応対をしています。こうした利用のしやすさと 

親しみやすさからリピーターの方も多く、患者 

アンケートの結果でも、実に９割以上の方々 

から 「また利用したい」 というご回答をいた 

だいています。                    歯科の予約は TEL：026(269)0011(歯科センター直通)へ

独立した快適な空間に最新の歯科医療機器を導入しているほか、どなた

にでも利用しやすい環境になっています。小児歯科には特に力を入れてお

り、キッズコーナーを設けてお子様をお連れしやすいように配慮していま

す。また、ホワイトニングやレーザー治療などの保険外診療を行うとともに、

健診センターと連携して歯科健診などの予防医療にも取り組んでいます。 
キッズコーナーはお子様に人気 

女性スタッフが笑顔で応対 

特集記事に関するお問い合わせは TEL：026（226）1311 担当：経営企画課 / 小林・鳥海 

快適な空間の待合室 

最新機器を導入した診療台 

病棟でのカンファレンス 

落ち着いた雰囲気の内科外来 

広くゆったりした病室 

【コメント】 

「子供さんや車椅子の方も安心して受診し

ていただけます。できるだけ痛みの少ない

治療と、笑顔での応対を心がけています。」

専用バスで送迎 

ホールは温かみのある木目調 

【コメント】 

「豊富な臨床経験を日々の診療に活かし、

親切かつ丁寧な診療を目指しています。」

歯科センター長 大井歯科医師 

診療部長 倉石(章)医師 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

知りたい！医療の知識 教えて！食中毒 
①「食中毒」とは 

③「食中毒」と分かったとき 
早めの受診・・・食中毒は死に至る場合もあるため、症状が重くなる前

に医療機関で受診を。 

ご家庭では・・・激しい下痢や嘔吐のため脱水症状を起こしやすくなり

ます。水分と一緒に塩分や糖分などを補給しましょう。 
④「食中毒」予防の三原則 厚生労働省による食中毒予防の三原則です 

監修 診療部長 倉石 章 

77～～99月月にに集集中中  ここれれかかららのの季季節節ででもも注注意意がが必必要要でですす  

●募集 看護師（日勤のみ・パートも可）・准看護師    ●業務 病棟の看護業務一般    ●完全週休２日制 

●勤務時間 日勤 8:30～17:00 夜勤 16:00～9:00（相談に応じます）    ●昇給 年 1 回    ●賞与 年２回 

●待遇 総支給 250,200 円～ 別途 夜勤手当(1 回 12,700 円)  交通費(上限 14,000 円)、パート時給 1,500 円 

     まずはお気軽に電話でお問い合わせください！ TEL：026 ( 226 ) 1311 担当：人事課 / 真島・原山 

看護師さんと准看護師さんを募集しています！ 
結婚や子育てなどでブランクがある方でも大丈夫。看護の現場を離れると復帰に不安を抱きがちですが、

②「食中毒」の種類 
 食品や手、調理器具はしっかり洗う。 食中毒の原因菌をつけない 

室内に放置せず、冷蔵庫に保存する。 食中毒の原因菌を増やさない 

食中毒の原因菌を殺す 食品内部まで十分に加熱する。 

食品は包んで保存する。 

作った料理は早めに食べる。 

調理器具は熱湯や漂白剤などで消毒する。  
この三原則をきちんと守れば食中毒は予防できます。それでも「食中毒かな？」と 

思ったら医師の診察を受けましょう。 

食中毒の原因となる細菌やウィルスが付着した食品を食べることに

より、嘔吐、腹痛、下痢などの急性胃腸障害を起こすことを言います。

統計によると年間3万人前後は食中毒を発症しており、その半分以

上が7月から 9月に集中しています。ノロウィルスやサルモネラ菌など

秋～冬にかけて発生するものもあるため、これからの季節でも注意が

必要です。 

 

細菌  

ウィルス 

自然毒 
動物性 

感染型 

その他 

毒素型 

化学毒  

植物性 

サルモネラ菌・腸炎ビブリオ・カンピロバクター・エルシニア菌 

黄色ブドウ球菌・ボツリヌス菌  

病原性大腸菌(O-157)･ウェルシュ菌 

ノロウィルス･Ａ型肝炎ウィルス 

毒キノコ･ジャガイモの芽･カビ等 

フグ毒･貝毒 

農薬･ヒ素 等 

研修制度や家庭の事情に配慮した勤務時間など、働きやすい職場環境を整えているほか、福利厚生として職員相互の親睦を深める新年会

や職員旅行などの行事も盛んに行っています。職員旅行は費用の半額を補助し、国内外の旅行を実施しています。今年は４月に京都大阪、５

月に伊勢志摩、善光寺御開帳「夕座法要」、６月に台湾、７月に沖 

縄、新潟への旅行を実施しました。これからの企画として、9月に 

香港マカオ、１０月にラスベガス、１１月にハワイへの旅行を予定し 

ています。この職員旅行にはご家族やお友達も一緒に参加できま 

す。こうした福利厚生の充実を図ることによって、職員がいきいきと 

笑顔で働ける職場づくりに努めています。 

●看護師H.K さん・・・「56 歳で再就職しました。まわりの皆さんの協力もあって、楽しく仕事に取り組んでいます」

●看護師T.K さん・・・「子供の送迎で残業は困ると思っていました。でも配慮してもらい時間どおりに帰れます」 

●准看護師K.M さん・・・「初めての精神科勤務でしたがすぐ慣れました。職場も馴染みやすかったです」 

●看護師M.M さん・・・「8 年のブランクがありましたが、職場の研修のおかげで大丈夫でした」 

 『勤めてみたいけど心配が・・・』 ～不安を抱きながら応募した職員の声です～ 
そんな方にも働きやすい職場です。あなたのキャリアを再び輝かせてみませんか。


